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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　保持容量と、
　映像信号と対応する駆動電圧を保持容量に書き込む書込トランジスタと、
　保持容量に書き込まれた駆動電圧に基づいて表示部を駆動する駆動トランジスタと、
　書込トランジスタと駆動トランジスタの少なくとも一方を駆動するために使用される駆
動パルスの元になるパルス信号の幅を環境変化に対応して調整するパルス幅調整部、
とを備えた表示装置。
【請求項２】
　表示部と、保持容量と、書込トランジスタと、駆動トランジスタとを有する画素回路が
所定の方向に配列されている画素部を備え、
　画素部には、所定の方向に配列されている各書込トランジスタと各駆動トランジスタの
少なくとも一方に駆動パルスを供給する駆動線が配されており、
　駆動線を選択する選択部と、
　パルス幅調整部から出力されたパルス信号に基づいて、駆動パルスの元になるパルス信
号を生成するパルス生成部、
　とを更に備え、
　選択部は、パルス生成部で生成されたパルス信号に基づいて、駆動線へ駆動パルスを供
給する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　パルス幅調整部は、書込トランジスタ又は駆動トランジスタの近傍に配置されている請
求項１または請求項２に記載の表示装置。
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【請求項４】
　パルス幅調整部は、画素部外において画素部の近傍に配置されている請求項２に記載の
表示装置。
【請求項５】
　パルス幅調整部は、入力されたパルス信号を遅延する遅延部と、遅延部に入力されたパ
ルス信号及び遅延部から出力されたパルス信号に基づいてパルス信号を生成するゲート回
路部とを有する請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　選択部は、駆動線ごとに設けられたパルス生成部を含む請求項１ないし請求項５のいず
れか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　駆動線の数よりも少ない数のパルス生成部を備え、
　選択部は、パルス生成部で生成されたパルス信号に基づいて、複数の駆動線へ駆動パル
スを供給する請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　全駆動線について１つのパルス生成部が設けられている請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　全駆動線の内の一部の複数の駆動線を一単位として、一単位ごとにパルス生成部が設け
られている請求項７に記載の表示装置。
【請求項１０】
　選択部の駆動線の選択に基づき、パルス生成部で生成されたパルス信号を取り込んで、
駆動線に供給するスイッチ回路、を駆動線ごとに有するスイッチ部を更に備えた請求項７
ないし請求項９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　スイッチ回路は、トランスファーゲート構造である請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　パルス生成部は、各駆動線について、同じタイミングのパルス信号を生成する請求項１
０または請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　選択部は、パルス生成部で生成されたパルス信号を一単位期間分ずつシフトして順に駆
動線に供給するシフトレジスタ部を有する請求項７ないし請求項９のいずれか１項に記載
の表示装置。
【請求項１４】
　駆動パルスは、書込トランジスタを介して映像信号を保持容量の一端に供給しつつ駆動
トランジスタを介して保持容量に電流を供給する処理にも使用される請求項１ないし請求
項１２のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　駆動パルスは、駆動トランジスタの閾値電圧のばらつきを補正するためにも使用される
請求項１ないし請求項１４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　画素部は、画素回路が２次元マトリクス状に配列されている請求項１ないし請求項１５
のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１７】
　表示部は自発光型である請求項１ないし請求項１６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１８】
　表示部と、
　保持容量と、
　映像信号と対応する駆動電圧を保持容量に書き込む書込トランジスタと、
　保持容量に書き込まれた駆動電圧に基づいて表示部を駆動する駆動トランジスタ、
とを備え、



(3) JP 2012-255876 A5 2014.7.3

　書込トランジスタと駆動トランジスタの少なくとも一方で使用される駆動パルスは、パ
ルス幅が環境依存性に対応して調整可能に構成されている画素回路。
【請求項１９】
　表示部、保持容量、映像信号と対応する駆動電圧を保持容量に書き込む書込トランジス
タ、及び、保持容量に書き込まれた駆動電圧に基づいて表示部を駆動する駆動トランジス
タを具備した表示素子が配列された画素部と、
　画素部に供給される映像信号を生成する信号生成部、
とを備え、
　画素部には、所定の方向に配列されている各書込トランジスタと各駆動トランジスタの
少なくとも一方を駆動するために駆動パルスを供給する駆動線が配されており、
　駆動線を選択する選択部と、
　書込トランジスタと駆動トランジスタの少なくとも一方を駆動するために使用される駆
動パルスの元になるパルス信号の幅を環境変化に対応して調整するパルス幅調整部と、
　パルス幅調整部から出力されたパルス信号に基づいて、駆動パルスの元になるパルス信
号を生成するパルス生成部、
とを更に備え、
　選択部は、パルス生成部で生成されたパルス信号に基づいて、駆動線へ駆動パルスを供
給する電子機器。
【請求項２０】
　表示部、保持容量、映像信号と対応する駆動電圧を保持容量に書き込む書込トランジス
タ、及び、保持容量に書き込まれた駆動電圧に基づいて表示部を駆動する駆動トランジス
タを具備した表示素子が配列された画素部を備えた表示装置を駆動する方法であって、
　書込トランジスタと駆動トランジスタの少なくとも一方を駆動するために使用される駆
動パルスの元になるパルス信号の幅を環境変化に対応して調整する表示装置の駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　尚、製品形態としては、図示のように、表示パネル部１００、駆動信号生成部２００、
及び映像信号処理部２２０の全てを備えたモジュール（複合部品）形態の表示装置１とし
て提供されることに限らず、例えば、表示パネル部１００のみで表示装置１として提供し
てもよい。又、表示装置１は、封止された構成のモジュール形状のものをも含む。例えば
、画素アレイ部１０２に透明なガラス等の対向部が貼り付けられて形成された表示モジュ
ールが該当する。透明な対向部には、カラーフィルタ、保護膜、遮光膜等が設けられても
よい。表示モジュールには、外部から画素アレイ部１０２への映像信号Ｖsigや各種の駆
動パルスを入出力するための回路部やＦＰＣ（フレキシブルプリントサーキット）等が設
けられていてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　端子部１０８の各端子は、配線１１０を介して、垂直駆動部１０３や水平駆動部１０６
に接続される。例えば、端子部１０８に供給された各パルスは、必要に応じて図示を割愛
したレベルシフタ部で電圧レベルを内部的に調整した後、バッファを介して垂直駆動部１
０３の各部や水平駆動部１０６に供給される。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　画素アレイ部１０２は、図示を割愛するが（詳細は後述する）、表示素子としての有機
ＥＬ素子に対して画素トランジスタが設けられた画素回路１０が行列状に２次元配置され
、画素配列に対して行ごとに垂直走査線ＳＣＬが配線されるとともに、列ごとに映像信号
線ＤＴＬが配線された構成となっている。つまり、画素回路１０は、垂直走査線ＳＣＬを
介して垂直駆動部１０３と接続され、又、映像信号線ＤＴＬを介して水平駆動部１０６と
接続されている。具体的には、マトリクス状に配列された各画素回路１０に対しては、垂
直駆動部１０３によって駆動パルスで駆動されるＭ行分の垂直走査線ＳＣＬ_1～ＳＣＬ_M
が画素行ごとに配線される。垂直駆動部１０３は、論理ゲートの組合せ（ラッチやシフト
レジスタ等も含む）によって構成され、画素アレイ部１０２の各画素回路１０を行単位で
選択する、即ち、駆動信号生成部２００から供給される垂直駆動系のパルス信号に基づき
、垂直走査線ＳＣＬを介して各画素回路１０を順次選択する。水平駆動部１０６は、論理
ゲートの組合せ（ラッチやシフトレジスタ等も含む）によって構成され、画素アレイ部１
０２の各画素回路１０を列単位で選択する、即ち、駆動信号生成部２００から供給される
水平駆動系のパルス信号に基づき、選択された画素回路１０に対し映像信号線ＤＴＬを介
して映像信号ＶＳの内の所定電位（例えば映像信号Ｖsigレベル）をサンプリングして保
持容量Ｃcsに書き込ませる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　具体的には、駆動トランジスタＴＲDは、ゲート電極３１、ゲート絶縁層３２、半導体
層３３、半導体層３３に設けられたソース／ドレイン領域３５、及び、ソース／ドレイン
領域３５の間の半導体層３３の部分が該当するチャネル形成領域３４から構成されている
。保持容量Ｃcsは、他方の電極３６、ゲート絶縁層３２の延在部から構成された誘電体層
、及び、一方の電極３７（第２ノードＮＤ2に相当する）から成る。ゲート電極３１、ゲ
ート絶縁層３２の一部、及び、保持容量Ｃcsを構成する他方の電極３６は、支持体２０上
に形成されている。駆動トランジスタＴＲDの一方のソース／ドレイン領域３５は配線３
８に接続され、他方のソース／ドレイン領域３５は一方の電極３７に接続されている。駆
動トランジスタＴＲD及び保持容量Ｃcs等は、層間絶縁層４０で覆われており、層間絶縁
層４０上に、アノード電極５１、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、及び、カソード電極
５３から成る発光部ＥＬＰが設けられている。図３においては、正孔輸送層、発光層、及
び、電子輸送層を１層５２で表した。発光部ＥＬＰが設けられていない層間絶縁層４０の
部分の上には、第２層間絶縁層５４が設けられ、第２層間絶縁層５４及びカソード電極５
３上には透明な基板２１が配置されており、発光層にて発光した光は、基板２１を通過し
て、外部に出射される。一方の電極３７とアノード電極５１とは、層間絶縁層４０に設け
られたコンタクトホールによって接続されている。カソード電極５３は、第２層間絶縁層
５４、層間絶縁層４０に設けられたコンタクトホール５６、コンタクトホール５５を介し
て、ゲート絶縁層３２の延在部上に設けられた配線３９に接続されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７７】
　〔駆動回路の構成による相違点〕
　ここで、それぞれ典型的な、５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型、２Ｔ
ｒ／１Ｃ型での相違点は以下の通りである。５Ｔｒ／１Ｃ型では、駆動トランジスタＴＲ

Dの電源側の主電極端と電源回路（電源部）との間に接続された第１トランジスタＴＲ1（
発光制御トランジスタ）と、第２ノード初期化電圧を印加する第２トランジスタＴＲ2と
、第１ノード初期化電圧を印加する第３トランジスタＴＲ3とを設ける。第１トランジス
タＴＲ1、第２トランジスタＴＲ2、第３トランジスタＴＲ3は何れもスイッチングトラン
ジスタである。第１トランジスタＴＲ1は、発光期間にオン状態としておき、オフ状態に
して非発光期間に入り、その後の閾値補正期間に一度オン状態にし、更に移動度補正期間
以降（次の発光期間も）オン状態とする。第２トランジスタＴＲ2は、第２ノードの初期
化期間にのみオン状態としそれ以外はオフ状態とする。第３トランジスタＴＲ3は、第１
ノードの初期化期間から閾値補正期間に亘ってのみオン状態としそれ以外はオフ状態とす
る。書込トランジスタＴＲWは、映像信号書込み処理期間から移動度補正期間に亘ってオ
ン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　４Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第１ノード初期化電圧を印加する第３トラ
ンジスタＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴＬから映像信号Ｖsig

と時分割で供給される。第１ノードの初期化期間に第１ノード初期化電圧を映像信号線Ｄ
ＴＬから第１ノードに供給するべく、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間
にもオン状態とされる。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第１ノードの初期化期
間から移動度補正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　３Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第２トランジスタＴＲ2と第３トランジス
タＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧及び第２ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴ
Ｌから映像信号Ｖsigと時分割で供給される。映像信号線ＤＴＬの電位は、第２ノードの
初期化期間に第２ノードを第２ノード初期化電圧に設定し、その後の第１ノードの初期化
期間に第１ノードを第１ノード初期化電圧に設定するべく、第２ノード初期化電圧と対応
した電圧Ｖofs_Hを供給しその後に第１ノード初期化電圧Ｖofs_L（＝Ｖofs）にする。そ
して、これと対応して、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間及び第２ノー
ドの初期化期間にもオン状態とされる。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第２ノ
ードの初期化期間から移動度補正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とさ
れる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　２Ｔｒ／１Ｃ型では、５Ｔｒ／１Ｃ型から、第１トランジスタＴＲ1と第２トランジス
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タＴＲ2と第３トランジスタＴＲ3が省略され、第１ノード初期化電圧は映像信号線ＤＴＬ
から映像信号Ｖsigと時分割で供給され、第２ノード初期化電圧は駆動トランジスタＴＲD

の電源側の主電極端を、第１電位Ｖcc_H（＝５Ｔｒ／１Ｃ型のＶcc）と第２電位Ｖcc_L（
＝５Ｔｒ／１Ｃ型のＶini）でパルス駆動することで与えられる。駆動トランジスタＴＲD

の電源側の主電極端は、発光期間に第１電位Ｖcc_Hにされ、第２電位Ｖcc_Lにされること
で非発光期間に入り、その後の閾値補正期間以降（次の発光期間も）に第１電位Ｖcc_Hに
される。第１ノードの初期化期間に第１ノード初期化電圧を映像信号線ＤＴＬから第１ノ
ードに供給するべく、書込トランジスタＴＲWは第１ノードの初期化期間にもオン状態と
される。典型的には、書込トランジスタＴＲWは、第１ノードの初期化期間から移動度補
正期間に亘ってオン状態とされ、それ以外はオフ状態とされる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　又、５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、及び、３Ｔｒ／１Ｃ型の動作においては、書込
み処理と移動度補正処理を別個に行なってもよいし、２Ｔｒ／１Ｃ型と同様に、書込み処
理において移動度補正処理を併せて行なってもよい。具体的には、第１トランジスタＴＲ

1（発光制御トランジスタ）をオン状態とした状態で、書込トランジスタＴＲWを介して、
データ線ＤＴＬから映像信号Ｖsigを第１ノードに印加すればよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　尚、ここで示した画素回路１０の接続構成は、最も基本的な構成を示したもので、画素
回路１０は、少なくとも前述の各構成要素を含むものであればよく、これらの構成要素以
外（つまり他の構成要素）が含まれていてもよい。又、「接続」は、直接に接続されてい
る場合に限らず、他の構成要素を介在して接続されている場合でもよい。例えば、接続間
には、必要に応じて更に、スイッチング用のトランジスタや、ある機能を持った機能部等
を介在させる等の変更が加えられることがある。典型的には、表示期間（換言すれば発光
期間）を動的に制御するためにスイッチング用のトランジスタを、駆動トランジスタ１２
１の出力端と電気光学素子（有機ＥＬ素子１２７）と間に、もしくは駆動トランジスタ１
２１の電源供給端（ドレイン端が典型例）と電源供給用の配線である電源線ＰＷＬ（本例
では電源供給線１０５DSL）との間に配することがある。このような変形態様の画素回路
であっても、実施例１（或いはその他の実施例）で説明する構成や作用を実現し得るもの
である限り、それらの変形態様も、本開示に係る表示装置の一実施形態を実現する画素回
路１０である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　又、制御部１０９は、好ましくはブートストラップ動作を、発光期間において電気光学
素子（有機ＥＬ素子１２７）の経時変動補正動作を実現するように制御する。このため、
制御部１０９は、保持容量１２０に保持された情報に基づく駆動電流Ｉdsが電気光学素子
（有機ＥＬ素子１２７）に流れている期間は継続的にサンプリングトランジスタ１２５を
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非導通状態にしておくことで、制御入力端と出力端の電位差を一定に維持可能にして電気
光学素子の経時変動補正動作を実現するとよい。発光時における保持容量１２０のブート
ストラップ動作により有機ＥＬ素子１２７の電流－電圧特性が経時変動しても駆動トラン
ジスタ１２１の制御入力端と出力端の電位差をブートストラップした保持容量１２０によ
り一定に保つことで、常に一定の発光輝度を保つようにする。又、好ましくは、制御部１
０９は、基準電位（＝第１ノード初期化電圧Ｖofs）がサンプリングトランジスタ１２５
の入力端（ソース端が典型例）に供給されている時間帯でサンプリングトランジスタ１２
５を導通させることで駆動トランジスタ１２１の閾値電圧Ｖthに対応する電圧を保持容量
１２０に保持するための閾値補正動作を行なうように制御する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　尚、２Ｔｒ／１Ｃ駆動構成における閾値補正に当たっては、制御部１０９には、書込走
査部１０４での線順次走査に合わせて１行分の各画素回路１０に、駆動電流Ｉdsを電気光
学素子（有機ＥＬ素子１２７）に流すために使用される第１電位Ｖcc_Hと第１電位Ｖcc_H

とは異なる第２電位Ｖcc_Lとを切り替えて出力する駆動走査部１０５を設け、駆動トラン
ジスタ１２１の電源供給端子に第１電位Ｖcc_Hに対応する電圧が供給され、かつサンプリ
ングトランジスタ１２５に基準電位（Ｖofs）が供給されている時間帯でサンプリングト
ランジスタ１２５を導通させることで閾値補正動作を行なうように制御するのがよい。又
、２Ｔｒ／１Ｃ構成における閾値補正の準備動作に当たっては、駆動トランジスタ１２１
の電源供給端に第２電位Ｖcc_L（＝第２ノード初期化電圧Ｖini）に対応する電圧が供給
され、かつサンプリングトランジスタ１２５に基準電位（Ｖofs）が供給されている時間
帯でサンプリングトランジスタ１２５を導通させて、駆動トランジスタ１２１の制御入力
端（つまり第１ノードＮＤ1）の電位を基準電位（Ｖofs）に、又出力端（つまり第２ノー
ドＮＤ2）の電位を第２電位Ｖcc_Lに初期化するのがよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　駆動トランジスタ１２１の特性変動（例えば閾値電圧や移動度等のばらつきや変動）に
よる駆動電流Ｉdsに与える影響を抑制する方法としては、２Ｔｒ／１Ｃ構成の駆動回路を
そのまま駆動信号一定化回路（その１）として採用しつつ、各トランジスタ（駆動トラン
ジスタ１２１及びサンプリングトランジスタ１２５）の駆動タイミングを工夫することで
対処する。画素回路１０は、２Ｔｒ／１Ｃ構成であり、素子数や配線数が少ないため、高
精細化が可能であることに加えて、映像信号Ｖsigの劣化なくサンプリングできるため、
良好な画質を得ることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　駆動トランジスタを始めとする各トランジスタとしてはＦＥＴ（電界効果トランジスタ
）を使用する。この場合、駆動トランジスタについては、ゲート端を制御入力端として取
り扱い、ソース端及びドレイン端の何れか一方（ここではソース端とする）を出力端とし
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て取り扱い、他方（ここではドレイン端とする）を電源供給端として取り扱う。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　このような画素回路１０を採用する場合、駆動トランジスタ１２１の他に走査用に１つ
のスイッチングトランジスタ（サンプリングトランジスタ１２５）を使用する２Ｔｒ／１
Ｃ構成を採るとともに、各スイッチングトランジスタを制御する電源駆動パルスDSL及び
書込駆動パルスWSのオン／オフタイミングの設定により、有機ＥＬ素子１２７の経時劣化
や駆動トランジスタ１２１の特性変動（例えば閾値電圧や移動度等のばらつきや変動）に
よる駆動電流Ｉdsに与える影響を防ぐ。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　画素回路１０に対する駆動タイミングは、映像信号Ｖsigの信号振幅Ｖinの情報を保持
容量１２０に書き込む際に、順次走査の観点からは、１行分の映像信号を同時に各列の映
像信号線１０６HSに伝達する線順次駆動を行なう。特に、２Ｔｒ／１Ｃ構成の画素回路１
０における駆動タイミングでの閾値補正と移動度補正を行なう際の基本的な考え方におい
ては、先ず、映像信号Ｖsigを基準電位（Ｖofs）と信号電位（Ｖofs＋Ｖin）とを１Ｈ期
間内において時分割で有するものとする。具体的には、映像信号Ｖsigが非有効期間であ
る基準電位（Ｖofs）にある期間を１水平期間の前半部とし、有効期間である信号電位（
Ｖsig＝Ｖofs＋Ｖin）にある期間を１水平期間の後半部とする。１水平期間を前半部と後
半部に分ける際は、典型的にはほぼ１／２期間ずつ分けるがこのことは必須でなく、前半
部よりも後半部の方をより長くしてもよいし、逆に、前半部よりも後半部の方をより短く
してもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　例えば、有機ＥＬ素子１２７の発光状態は、電源供給線１０５DSLが第１電位Ｖcc_Hで
あり、サンプリングトランジスタ１２５がオフ状態である（図７（Ａ）を参照）。このと
き、駆動トランジスタ１２１は飽和領域で動作するように設定されているため、有機ＥＬ
素子１２７に流れる電流Ｉdsは駆動トランジスタ１２１のゲート・ソース間電圧Ｖgs（ノ
ードＮＤ１２１とノードＮＤ１２２との間の電圧）に応じて決まる式（１）に示される値
となる。その後、垂直駆動部１０３は、電源供給線１０５DSLが第１電位Ｖcc_Hにありか
つ映像信号線１０６HSが映像信号Ｖsigの非有効期間である基準電位（Ｖofs）にある時間
帯でサンプリングトランジスタ１２５を導通させる制御信号として書込駆動パルスWSを出
力して、駆動トランジスタ１２１の閾値電圧Ｖthに相当する電圧を保持容量１２０に保持
しておく（図７（Ｄ）を参照）。この動作が閾値補正機能を実現する。この閾値補正機能
により、画素回路１０ごとにばらつく駆動トランジスタ１２１の閾値電圧Ｖthの影響をキ
ャンセルすることができる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　こうすることで、ソース端Ｓを基準電位（Ｖofs）より十分低い第２電位Ｖcc_Lにセッ
トし（放電期間Ｃ＝第２ノード初期化期間）（図７（Ｂ）を参照）、且つ、駆動トランジ
スタ１２１のゲート端Ｇを基準電位（Ｖofs）にセットしてから（初期化期間Ｄ＝第１ノ
ード初期化期間）（図７（Ｃ）を参照）、閾値補正動作を開始する（閾値補正期間Ｅ）。
このようなゲート電位及びソース電位のリセット動作（初期化動作）により、後続する閾
値補正動作を確実に実行することができる。放電期間Ｃと初期化期間Ｄとを合わせて、駆
動トランジスタ１２１のゲート電位Ｖgとソース電位Ｖsを初期化する閾値補正準備期間（
＝前処理期間）とも称する。因みに、図示した例は、第１ノードのであるノードＮＤ１２
１への初期化動作（初期化期間Ｄ）は３回繰り返しており、放電期間Ｃの開始から最後の
初期化期間Ｄが完了するまでが閾値補正準備期間となる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　例えば、第１閾値補正期間Ｅ_1ではゲート・ソース間電圧ＶgsがＶx1（＞Ｖth）になっ
たとき、つまり、駆動トランジスタ１２１のソース電位Ｖsが低電位側の第２電位Ｖcc_L

から“Ｖofs－Ｖx1”になったときに終わってしまう（図７（Ｄ）を参照）。このため、
第１閾値補正期間Ｅ_1が完了した時点では、Ｖx1が保持容量１２０に書き込まれる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　次に、駆動走査部１０５は、１水平期間の後半部で、書込駆動パルスWSをインアクティ
ブＬに切り替え、さらに水平駆動部１０６は、映像信号線１０６HSの電位を基準電位（Ｖ

ofs）から映像信号Ｖsig（＝Ｖofs＋Ｖin）に切り替える（図７（Ｅ）を参照）。これに
より、映像信号線１０６HSが映像信号Ｖsigの電位に変化する一方、書込走査線１０４WS
の電位（書込駆動パルスWS）はローレベルになる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　画素回路１０においては、閾値補正機能に加えて、移動度補正機能を備えている。即ち
、垂直駆動部１０３は、映像信号線１０６HSが映像信号Ｖsigの有効期間である信号電位
（Ｖofs＋Ｖin）にある時間帯にサンプリングトランジスタ１２５を導通状態にするため
、書込走査線１０４WSに供給する書込駆動パルスWSを、上述の時間帯より短い期間だけア
クティブ（本例ではＨレベル）にする。この期間では、駆動トランジスタ１２１の制御入
力端に信号電位（Ｖofs＋Ｖin）を供給した状態で駆動トランジスタ１２１を介して有機
ＥＬ素子１２７の寄生容量Ｃel及び保持容量１２０を充電する（図７（Ｆ）を参照）。こ
の書込駆動パルスWSのアクティブ期間（サンプリング期間でもあり移動度補正期間でもあ
る）を適切に設定することで、保持容量１２０に信号振幅Ｖinに応じた情報を保持する際
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、同時に駆動トランジスタ１２１の移動度μに対する補正を加えることができる。水平駆
動部１０６により映像信号線１０６HSに信号電位（Ｖofs＋Ｖin）を実際に供給して、書
込駆動パルスWSをアクティブＨにする期間を、保持容量１２０への信号振幅Ｖinの書込み
期間（サンプリング期間とも称する）とする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　画素回路１０はブートストラップ機能も備えている。即ち、書込走査部１０４は、保持
容量１２０に信号振幅Ｖinの情報が保持された段階で書込走査線１０４WSに対する書込駆
動パルスWSの印加を解除し（即ちインアクティブＬ（ロー）にして）、サンプリングトラ
ンジスタ１２５を非導通状態にして駆動トランジスタ１２１のゲート端Ｇを映像信号線１
０６HSから電気的に切り離す（発光期間Ｉ：図７（Ｇ）を参照）。発光期間Ｉに進むと、
水平駆動部１０６は、その後の適当な時点で映像信号線１０６HSの電位を基準電位（Ｖof

s）に戻す。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　ここで、駆動電流Ｉds対ゲート・ソース間電圧Ｖgsの関係は、先のトランジスタ特性を
表した式（１）に“Ｖsig＋Ｖth－ΔＶ”或いは“Ｖin＋Ｖth－ΔＶ”を代入することで
、式（５Ａ）或いは式（５Ｂ）（両式を纏めて式（５）と記す）のように表すことができ
る。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　以上のように、実施例１の画素回路１０は、駆動タイミングを工夫することで、閾値補
正回路や移動度補正回路が自動的に構成され、駆動トランジスタ１２１の特性ばらつき（
本例では閾値電圧Ｖth及び移動度μのばらつき）による駆動電流Ｉdsに与える影響を防ぐ
ために、閾値電圧Ｖth及び移動度μによる影響を補正して駆動電流を一定に維持する駆動
信号一定化回路として機能するようになっている。ブートストラップ動作だけでなく、閾
値補正動作と移動度補正動作とを実行しているため、ブートストラップ動作で維持される
ゲート・ソース間電圧Ｖgsは、閾値電圧Ｖthに相当する電圧と移動度補正用の電位補正値
ΔＶとによって調整されているため、有機ＥＬ素子１２７の発光輝度は駆動トランジスタ
１２１の閾値電圧Ｖthや移動度μのばらつきの影響を受けることがないし、有機ＥＬ素子
１２７の経時劣化の影響も受けない。入力される映像信号Ｖsig（信号振幅Ｖin）に対応
する安定した階調で表示でき、高画質の画像を得ることができる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６５】
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　イネーブルパルスENに代えて、ゲート回路部４６６で生成されたパルス信号が論理回路
４２２に供給される。遅延部４６２及びゲート回路部４６６を介して補正期間を規定する
イネーブルパルスENを整形し、論理回路４２２に供給することで、パネル環境温度ごとに
パルス幅を自動調節することができる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　図８（Ｃ）では、２Ｔｒ／１Ｃ構成に使用される書込駆動パルスWSに着目して説明した
が、その他の５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型でも、画素回路１０の各
トランジスタを制御する駆動パルスのパルス形状が行（或いは列）ごとにばらつくと、表
示むらが発生する。例えば、５Ｔｒ／１Ｃ型における移動度補正では、第１トランジスタ
ＴＲ1を駆動する駆動パルス（駆動トランジスタＴＲDに電源電圧を印加するための制御パ
ルス：電源走査パルスDSと記す）と書込トランジスタＴＲWを駆動する書込駆動パルスWS
の各アクティブ期間によって移動度補正期間が規定されることがある。この場合、電源走
査パルスDSと書込駆動パルスWSのそれぞれについて、パルス形状が行ごとにばらつくと移
動度補正期間が行ごとにばらついてしまう。この点は、同様に第１トランジスタＴＲ1を
具備する４Ｔｒ／１Ｃ型や３Ｔｒ／１Ｃ型でも云える。又、閾値補正に関しては、５Ｔｒ
／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型の何れも、第１トランジスタＴＲ1を駆動す
る電源走査パルスDSのアクティブ期間によって閾値補正期間が規定されることがある。こ
の場合、電源走査パルスDSのパルス形状が行ごとにばらつくと、最初の閾値補正期間がば
らつき、その後のブートストラップの影響で補正にばらつきが発生しユニフォミティが損
なわれる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９５】
　図１２（Ａ）や図１２（Ｃ）に示すような周辺回路４００Ｂの構成の場合、各列或いは
各行の同一種類（同一名称）の信号に関して、画素アレイ部１０２の外部から入力される
イネーブルパルスENのパルス波形を１箇所の論理回路４２２に入力し、駆動パルスの元に
なるパルス信号を生成する。その後、バッファ４８６を通して、各列或いは各行に設けら
れたスイッチ回路４５２の入力端に入力し、スイッチ回路４５２の制御入力端を、各行或
いは各列のレベル変換部４３２からのパルス信号にて各々所望のパルスを抜き出す。この
ような構成により、パネル環境温度変化に応じてパルス幅の自動調節が可能となるし、各
行或いは各列に駆動パルスの形状のばらつきのない安定したパルス波形を供給することが
でき、論理回路４２２を構成するトランジスタの特性のばらつきに起因する補正期間のば
らつきによる輝度むらを抑制することができる。図１２（Ｃ）に示す書込駆動パルスWSに
関して云えば、各行に閾値補正用のパルスや移動度補正用のパルス形状のばらつきのない
安定した波形を供給することができ、環境温度変化に左右されずヨコスジのないユニフォ
ミティの良好なパネルが得られる。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９６】
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　図１２（Ｃ）では、２Ｔｒ／１Ｃ構成に使用される書込駆動パルスWSに着目して説明し
たが、その他の５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型でも、画素回路１０の
各トランジスタを制御する各行或いは各列の駆動パルスの形状をばらつきのない安定した
パルス波形とすることができる。例えば、５Ｔｒ／１Ｃ型における移動度補正では、第１
トランジスタＴＲ1を駆動する電源走査パルスDSと書込トランジスタＴＲWを駆動する書込
駆動パルスWSの各アクティブ期間によって移動度補正期間が規定されることがあるが、電
源走査パルスDSと書込駆動パルスWSのそれぞれについて、各行の各駆動パルスの形状をば
らつきのない安定したパルス波形とすることができる。移動度補正期間の行ごとのばらつ
きを抑えることができるので、輝度むらのない良好な画像を表示することができる。この
点は、同様に第１トランジスタＴＲ1を具備する４Ｔｒ／１Ｃ型や３Ｔｒ／１Ｃ型でも云
える。又、閾値補正に関しては、５Ｔｒ／１Ｃ型、４Ｔｒ／１Ｃ型、３Ｔｒ／１Ｃ型の何
れも、第１トランジスタＴＲ1を駆動する電源走査パルスDSのアクティブ期間によって閾
値補正期間が規定されることがあるが、各行の電源走査パルスDSの形状をばらつきのない
安定したパルス波形とすることができる。電源走査パルスDSのパルス形状が行ごとにばら
つくことが抑制されるので、最初の閾値補正期間が行ごとにばらつくことを抑えることが
できるので、輝度むらのない良好な画像を表示することができる。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(13) JP 2012-255876 A5 2014.7.3

【図１】

【手続補正３１】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】

【手続補正３２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図１０】

【手続補正３３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】
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